
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年４月２８日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０那第３２号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年６月３日 ０６時００分ごろ 

発生場所 沖縄県うるま市伊計
いけい

島東方沖 

 伊計島灯台から真方位１５１°１,３００ｍ付近 

（概位 北緯２６°２３.３′ 東経１２８°００.２′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 将実
まさみ

丸、８.５トン 

 ＯＮ２－０３１１（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船尾船底部に破口 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、船首約０.６ｍ、船尾約１.０ｍの喫水

で夜明けを待って沖縄県金武
き ん

町金武
き ん

漁港に入港する予定とし、伊計島東方

約４.５海里で漂泊中、平成２２年６月３日０６時００分ごろ、東風に圧流

されてリーフに乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ４、視程 約２０㎞ 

 その他の事項  船長は、伊計島南東方沖でのソデイカ漁の目的で、平成２２年５月３１

日に金武漁港を３週間ぶりに出港していた。 

船長は、金武漁港で０７時から競りが始まることから、時間調整を行う

ため、また、久しぶりの漁で眠たかったので、約２時間仮眠しようと思っ

たが、目覚まし時計をセットするのを忘れて寝入った。 

 伊計島の東方海域は、水深が３００ｍほどで錨泊はできず、漂泊での仮

眠は初めてであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、伊計島東方沖で漂泊中、船長が仮眠を

続けたため、風浪に圧流されて船尾船底部が浅瀬

に接触したものと考えられる。 

船長は、仮眠する際、目覚まし時計をセットし

なかったことから、仮眠を続けた可能性があると

考えられる。 

原因  本事故は、本船が、伊計島東方沖で漂泊中、船長が仮眠を続けたため、

東風に圧流されて乗り揚げたものと考えられる。 

 




